
大臣官房厚生科学課 災害等危機管理対策室

世界健康安全保障イニシアティブ(GHSI)の活動
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世界健康安全保障イニシアティブ(GHSI)について
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国際検査機関
ネットワーク (GLN)
共同議長: フランス、ドイツ

事務局: カナダ

閣僚級（大臣／長官／委員長）
カナダ、フランス、ドイツ、イタリア、日本、メキシコ、英国、米国、欧州委員会

世界健康安全保障行動グループ (GHSAG)
共同議長: カナダ、英国

生物作業部会
(BioWG)

共同議長: ドイツ、日本
事務局: 英国

新型インフルエンザ
作業部会 (PIWG)
共同議長: 英国、米国

事務局: 米国

化学事案作業部会
(CEWG)

共同議長: 米国、英国
事務局: カナダ

核・放射線脅威作業部会
(RNTWG)

共同議長: 米国、ドイツ
事務局: 米国
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調整・リエゾン委員会 (CLC)
共同議長: ドイツ、英国

GHSI事務局
カナダ

広報官ネットワーク（CN)
リード: ドイツ、英国

早期警戒報告ネットワーク (EAR)
リード: カナダ

1. 経緯
2001年（平成13年）9月11日の米国における同時多発テロをうけ、米国・カナダ政府の呼びかけにより、世界的な健康危機管

理の向上及びテロリズムに対する準備と対応に係る各国の連携等について話し合うことを目的に各国保健担当大臣会合として発足。

2. 構成
G7（カナダ、フランス、ドイツ、イタリア、日本、英国、米国）、メキシコ、欧州委員会（EC）がメンバーであり、WHOはオ

ブザーバーとして参加。
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令和７年度のGHSIでの主な活動

GHSI CLC（調整・リエゾン）会合

1-2ヶ月に１回のオンライン会合、令和８年１月にGHSAG対面会合に合わせてCLC対面会合を開催。

鳥インフルエンザウイルス、季節性インフルエンザウイルス、麻しん、エムポックス、ポリオ等についての最新情

報等を共有。各WGの活動報告やGHSIの方向性に関する議論に加え、AIを活用したCBRN脅威への

対応等、複合脅威への議論の必要性についても検討した。

作業部会、ネットワーク等

新規脅威の議論のための専門家小グループの設置に関する検討の実施や化学事象作業部会主催のシ

ンポジウムを開催。大規模イベントへの準備と対応に関する情報や、H５亜型の鳥インフルエンザウイルスの

流行状況、各国のリスクコミュニケーションのキャパシティ再構築、新興・再興感染症検査対応における情

報・技術等についても共有を行った。

その他訓練等

イベント管理対応フレームワーク中の急性緊急通信プロトコル訓練を令和7年６月に実施し、緊急対応

時の連絡や国内の情報伝達について確認を行った。

GHSAG（局長級）会合

四半期に１回オンライン会合を行い、令和８年１月にはブリュッセルで対

面会合を開催。対面会合ではCBRNテロのシナリオで机上訓練を実施し、

各国の対応とGHSIの枠組みでの協力について議論したことに加え、EUの

ヘルスセキュリティ委員会との合同会合も開催され、新型コロナウイルス感

染症対応での教訓等についてEU各国とも情報共有・議論を行った。

令和8年1月開催のGHSAG会合の様子



厚生労働省のHPへGHSI紹介資料を追加
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厚生労働省のホームページにGHSIの概要や組織図、戦略的枠組みについてを紹介した資料を掲載

（資料はリスクコミュニケーションについて議論をしている広報官ネットワークで作成された資料を基に日本語へ翻訳）

災害・危機管理｜厚生労働省 ＨＰより 組織図

戦略的枠組み

概要

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000055967.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000055967.html
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